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(57)【要約】
【課題】ＬＣＤ用カラーフィルターでのフッ素含有キナクリドンを提供する。
【解決手段】ＬＣＤ用カラーフィルターでの式（Ｉ）

（式Ｉ中、
　Ａは、１個以上のフッ素原子で置換された有機基であり、
　Ｂは、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、または場合により置換された有機基であって。これは場合
によりＡと一緒になって環を形成してもよい）
のキナクリドンの使用。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

　（式中、
　Ａは、１個以上のフッ素原子で置換された有機基であり、
　Ｂは、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、またはＡと一緒になって環を形成していても形成していな
くてもよい置換または非置換の有機基である）
のキナクリドンを含む顔料を用いてカラーフィルターを着色する工程を含む、液晶ディス
プレイ用カラーフィルターの着色方法。
【請求項２】
　前記式中、
　Ａが、それぞれが１個以上のフッ素原子で置換されている、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ１

～Ｃ８アルコキシ、フェニル、またはフェノキシであり、かつ、ＢがＨであるか、
または、
　ＡおよびＢが一緒になって架橋であり、前記架橋は１個以上のフッ素原子で置換されて
おり、且つ前記架橋は式（Ｉ）のベンゾ環の２つの隣接するＣ原子とともに、Ｏ、Ｓもし
くはＮなどのヘテロ原子を含むか又は含まない炭素環である５員、６員もしくは７員環を
形成している、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記式中、
　Ａが、フルオロメチル、トリフルオロメチル、２－フルオロエチル、２，２，２－トリ
フルオロエチル、ペンタフルオロエチル、２，２，３，３－テトラフルオロプロピル、パ
ーフルオロブチル、パーフルオロオクチル、またはこれらの相当するアルコキシ基、特に
トリフルオロメチルまたはトリフルオロメトキシであり、かつ、ＢがＨであるか、
　または、ＡおよびＢが一緒になって、－ＯＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣ
ＨＦＣＨＦＯ－、もしくは－ＯＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ－である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　式（ＩＩ）～（ＶＩＩＩ）の少なくとも１つの顔料が、式（Ｉ）の顔料として使用され
る、請求項１に記載の方法。
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【化２Ｂ】

【請求項５】
　式（Ｉ）の顔料が他の顔料と組み合わせて使用される、請求項１～４のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項６】
　式（Ｉ）の顔料が、モノアゾ、ジアゾ、レーキ型アゾ、β－ナフトール、ナフトールＡ
Ｓ、ベンズイミダゾロン、キナクリドン、ジアゾ縮合物、アゾ金属錯体、イソインドリン
およびイソインドリノン類からの顔料と、および／または、例えば、フタロシアニン、キ
ナクリドン（式Ｉのもの以外のもの）、ペリレン、ペリノン、チオインジゴ、アントラキ
ノン、ジオキサジン、キノフタロン、およびジケトピロロピロール類からなどの多環式顔
料と、および／またはレーキ型染料、特にスルホン酸もしくはカルボン酸基を有する染料
のＣａ、ＭｇおよびＡｌレーキ、と組み合わせて使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　－　式（Ｉ）の少なくとも１つの顔料と、
　－　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４９、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントレッド１７７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２
５４、およびＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９からなる群からの少なくとも１つのさ
らなる赤色顔料と
を含む混合物を用いる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　－　式（Ｉ）の少なくとも１つの顔料および
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　－　４００～５２０ｎｍの範囲に吸収帯を有する少なくとも１つの黄色顔料
を含む混合物を用いる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　式（Ｉ）の顔料が４０～２００ｍ２／ｇのＢ．Ｅ．Ｔ．表面積を有する、請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　式（Ｉ）の顔料が、ＤＩＮ　５３７７５、パート７に準拠し、冷間圧延の温度が２５℃
であり且つ熱間圧延の温度が１５０℃で測定して、１０～５００の分散ハーシュネスを有
する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　少なくとも１つの光硬化性モノマーと、少なくとも１つの光開始剤と、請求項１～１０
のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の少なくとも１つの顔料とを含むフォトレジスト。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の少なくとも１つの顔料を含むカラーフィルター
。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の少なくとも１つのカラーフィルターを含む液晶ディスプレイ。
【請求項１４】
　Ｘ線回折図（Ｃｕ－Ｋα放射線）で次のｄ値：
　ｄ：５．３０；　ｄ：４．０９；　ｄ：３．６９；　ｄ：３．２２（Ａ形態）
にラインを有する式（ＩＩ）：

【化３】

の化合物。
【請求項１５】
　Ｘ線回折図（Ｃｕ－Ｋα放射線）で次のｄ値：
　ｄ：４．２２；　ｄ：３．５５；　ｄ：３．３１（Ｂ形態）
にラインを有する式（ＩＩ）：
【化４】

の化合物。
【請求項１６】
　式（ＩＶａ）：
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【化５】

（式中、Ｒ１がフッ素含有脂肪族基、特にフッ素含有Ｃ１～Ｃ８基、好ましくは、フルオ
ロメチル、トリフルオロメチル、２－フルオロエチル、２，２，２－トリフルオロエチル
、ペンタフルオロエチル、２，２，３，３－テトラフルオロプロピル、パーフルオロブチ
ル、またはパーフルオロオクチルである）
の化合物、特に式（ＩＶ）：

【化６】

の化合物。
【請求項１７】
　式（Ｖａ）：
【化７】

　（式中、Ｒ２は、フッ素置換Ｃ１～Ｃ３アルキレン単位、特に－ＣＦ２－、－ＣＦ２Ｃ
Ｆ２－、－ＣＨＦＣＨＦ－、または－ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－である）
の化合物、特に式（Ｖ）：

【化８】

の化合物。
【請求項１８】
　－　式（Ｉ）の少なくとも１つの顔料と、
　－　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４９、Ｃ．Ｉ．ピ
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グメントレッド１７７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２
５４、およびＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９からなる群からの少なくとも１つのさ
らなる赤色顔料と
を含む混合物。
【請求項１９】
　－　式（Ｉ）の少なくとも１つの顔料および、
　－　４００～５２０ｎｍの範囲に吸収帯を有する少なくとも１つの黄色顔料
を含む混合物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）用カラーフィルターにおける特定のフッ素含有
キナクリドンの使用に、およびまたかかる着色剤の調合物に、およびカラーフィルターを
製造するためのそれらの使用に、カラーフィルターそれ自体に、ならびにまた新規キナク
リドンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラーフィルターは現在、液晶ディスプレイおよびスクリーン、色分解機器およびセン
サーで主として用いられている。公知の一例は、パソコン、テレビおよびビデオカメラで
のフラットスクリーンである。色が塗布される方法においてのみならず、原色の赤、緑お
よび青、並びに黒からの色成分パターンの生成においても異なる、カラーフィルターの様
々な製造方法がある。色は、例えば、可溶性染料または顔料を用いるベース層（例えば、
ゼラチン）の着色（「染色法」、「染料分散法」）、顔料ペースト、顔料調合物または顔
料インクのスクリーン印刷、オフセット印刷またはインクジェット印刷、染料または顔料
をベースとするフォトレジストの電着によって、そしてまた、特に、ポリイミド樹脂中（
「非感光性ポリイミド法」）、またはフォトレジスト中（「感光性アクリル法」）のどち
らかに分散された顔料を使用する、顔料分散法を用いて塗布されてもよい。記載された方
法と関連して、印刷による色成分パターンの直接生成、および間接的なフォトリソグラフ
ィー生成の両方とも重要であり、後者は特に、前述の顔料分散法との関連で重要である。
「非感光性ポリイミド法」の形態での顔料分散法の技術は、例えば、（特許文献１）（１
９９８年）に開示されている。
【０００３】
　フォトレジストを必要とする顔料分散法の場合には、色付与顔料は、ＵＶ硬化性フォト
レジスト中に微細分散（分配）されている。このフォトレジストは、顔料だけでなく、一
般にバインダー樹脂、重合性モノマー、光開始剤および、場合により、溶媒からなる。そ
れは、例えば、先ず溶媒および、場合により、バインダー樹脂中の濃縮物の形態で顔料を
微細分散させ、塗布の直前に分散系をモノマーおよび光開始剤ならびにその上任意のさら
なる成分と一緒に調整することによって製造される。顔料入りフォトレジストは、例えば
スピンコーティング法を用いて基材、例えばガラスに均一に塗布され、予備乾燥させられ
、フォトマスクを用いてＵＶ露光され、一般に無機アルカリ性溶液を用いて所望の色成分
パターンに現像され、このコーティングはきれいにされ、場合により後硬化させられる。
この操作は、それぞれの色について、すなわち、三色刷りのためには、例えば、色赤、緑
および青で一般に３回繰り返される。
【０００４】
　顔料分散法と併せての顔料の使用と関連する利点は、染料ベースのコーティングシステ
ムと比べてカラーフィルターの改善された耐光性、耐湿性および耐温度性にある。その一
方で、顔料をベースとするコーティングの透明性および色純度は、コーティング法にかか
わらず、依然として不十分である。さまざまな顔料が混合物に組み込まれてフォトレジス
トでの所望の色軌跡値へ混合物を色づけするときに特に、輝度および透明性の望ましくな
い損失があり、その結果、ディスプレイまたはスクリーン（ＬＣＤ）の操作がエネルギー
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コストの増大を不可避的に伴う。
【０００５】
　赤色カラーフィルターは多くの場合、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７９などのペリレン
テトラカルボン酸ジイミドタイプ、またはＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４などのジケト
ピロロピロールタイプ、またはＣ．Ｉ．ピグメントレッド１７７などのアントラキノンの
顔料を使用する。
【０００６】
　（特許文献２）は、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９およびＣ．Ｉ．ピグメントレ
ッド１２２などのキナクリドンの混合結晶、ならびにとりわけカラーフィルター向けのそ
れらの使用を記載している。特異な混合結晶に加えて、キナクリドンがキナクリドン核上
にフッ素で置換された状態でのそれらについての一般的な言及もある。
【０００７】
　（特許文献３）は、カラーフィルター用の、キナクリドン核上にフッ素で場合により置
換されたキナクリドンと、それらのスルホン化誘導体との混合物を開示している。これら
のタイプの顔料の幾つかは前々から、高い光堅牢度および色の濃さを特色とする。透明性
および色純度は不十分なままである。さらに、混合結晶（固溶体）の製造はしばしば、品
質の観点で再現性の問題を伴い、それはその結果、特に透明性および色純度に対して、ま
さに色の濃さおよび光堅牢度に対しても有害な結果を与えるかもしれない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１１－２１７５１４号公報
【特許文献２】欧州特許出願公開Ａ－１００４９４１号明細書
【特許文献３】特開２００２－３４８４９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、従って、赤色有機顔料およびＬＣＤ用赤色カラーフィルターでのそれ
らの使用、そしてまたこれらの欠点を持たない、かかる有機顔料の調合物を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は従って、ＬＣＤ用カラーフィルターでの式（Ｉ）
【化１】

　（式中、
　Ａは、１個以上のフッ素原子で置換された有機基であり、
　Ｂは、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、または場合によりＡと一緒になって環を形成してもよい場
合によって置換されていてもよい有機基である）
のキナクリドンの使用を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　式（Ｉ）の化合物は、好ましくはスルホ基を全く含有しない。
【００１２】
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　好ましくはＢは水素であり、且つＡは、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ、
フェニルまたはフェノキシであって、それらのそれぞれは１個以上のフッ素原子で置換さ
れている。
【００１３】
　同様に好ましくはＡおよびＢは一緒になって、１個以上のフッ素原子で置換されており
、かつ、式（Ｉ）のベンゼン環の２つの隣接Ｃ原子と共に炭素環であるかまたはＯ、Ｓも
しくはＮなどのヘテロ原子を含有していてもよい５員、６員または７員環を形成する架橋
を形成する。
【００１４】
　好適なフッ素置換Ｃ１～Ｃ８アルキル基またはＣ１～Ｃ８アルコキシ基は、例えば、少
なくとも１個のフッ素原子を有する、メチル、エチル、もしくは場合により分岐していて
もよい、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシルもしくはオクチル基または相当するアル
コキシ基である。例は、フルオロメチル、トリフルオロメチル、２－フルオロエチル、２
，２，２－トリフルオロエチル、ペンタフルオロエチル、２，２，３，３－テトラフルオ
ロプロピル、パーフルオロブチル、パーフルオロオクチル、特に、パーフルオロ－ｎ－オ
クチル、および相当するアルコキシ基である。
【００１５】
　好適なフッ素置換フェニルまたはフェノキシ基は、例えば、２－、３－または４－フル
オロフェニルまたは－フェノキシ、２，４－または３，４－ジフルオロフェニルまたは－
フェノキシ、ペンタフルオロフェニルまたは－フェノキシである。
【００１６】
　Ｂの可能な定義として好適な、場合により置換されていてもよい有機基は、好ましくは
、１個以上のフッ素原子で置換された有機基、特に、Ａとは独立して、基Ａと同じ定義を
有するものである。Ａの好ましい定義、特にトリフルオロメチルが特に好ましい。
【００１７】
　ＡとＢとによって一緒に形成される好適な架橋は、例えば、
－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－、－Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２－Ｏ－、－ＯＣＨＦ－ＣＨＦ－Ｏ－、または－
Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２－Ｏ－である。
【００１８】
　式（Ｉ）の好ましい顔料は、式（ＩＩ）～（ＶＩＩＩ）に相当する。
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【化２Ｂ】

【００１９】
　Ｘ線回折図（Ｃｕ－Ｋα放射線）で次のｄ値（ｄ：５．３０；　ｄ：４．０９；　ｄ：
３．６９；　ｄ：３．２２）にラインを示し、かつ、本明細書で形態Ａ(modification A)
と呼ばれる式（ＩＩ）の新規顔料が特に好ましい。
【００２０】
　Ｘ線回折図（Ｃｕ－Ｋα放射線）で次のｄ値（ｄ：４．２２；　ｄ：３．５５；　ｄ：
３．３１）にラインを示し、かつ、本明細書で形態Ｂと呼ばれる式（ＩＩ）の新規顔料が
同様に特に好ましい。
【００２１】
　本発明に従って使用される顔料の粒度および表面積は、それ自体公知であり、かつ、塩
混練またはボールミル粉砕、および／または場合により、例えば、添加剤の添加ありまた
はなしで水性、有機もしくは水性／有機溶媒中での熱処理などの後仕上げ工程など、例え
ば、米国特許第６，０６８，６９５号明細書に記載されている方法によって調整すること
ができる。
【００２２】
　本発明に従って使用される顔料は、好ましくは、４０～２００ｍ２／ｇの、特に６０～
１４０ｍ２／ｇの、非常に好ましくは７０～１２０ｍ２／ｇの比表面積を有する。表面積
は、ＤＩＮ　６６１３１：Ｂｒｕｎａｕｅｒ、ＥｍｍｅｔｔおよびＴｅｌｌｅｒ（Ｂ．Ｅ
．Ｔ．）の方法による、ガス吸着による固形分の比表面積の測定に従って測定される。
【００２３】
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　本発明に従って使用される顔料は、冷間圧延の温度が２５℃であり、そして熱間圧延の
温度が１５０℃である、ＤＩＮ　５３７７５、パート７に従って測定される、１０～５０
０の分散ハーシュネスを有することが好ましい。特に好ましく使用される顔料は、２０～
２５０の分散ハーシュネスを有する。
【００２４】
　分散ハーシュネスは、ＤＩＮ　５３７７５、パート７に従って測定され、冷間圧延の温
度が２５℃であり、そして熱間圧延のそれが１５０℃である。
【００２５】
　本明細書に報告される分散ハーシュネスの全ては、この修正ＤＩＮ仕様に従って測定さ
れた。
【００２６】
　本発明に従って使用される顔料は、好ましくは、１０～２００ｎｍの、特に２０～１０
０ｎｍの粒度（透過電子顕微鏡での縦軸サイズ）を有する。好ましくは、本発明に従って
使用される顔料は、５０％未満の、特に３５％未満の、より好ましくは２０％未満の相対
標準偏差をもつ狭い粒度分布（標準偏差／粒度）を有する。好ましくは本発明に従って使
用される顔料は、５：１～１：１の、特に３：１～１：１の、より好ましくは２：１～１
．２：１の長さ対幅比を有する。
【００２７】
　本発明に従って使用される式（Ｉ）の顔料はまた、例えば、カラーフィルターの光学特
性を最適化する目的のために、他の顔料と組み合わせて用いることもできる。本発明は、
可能な追加使用のための他の顔料の選択に関していかなる制限も課さない。有機および無
機顔料の両方とも好適である。
【００２８】
　好ましい有機顔料は、例えば、モノアゾ、ジアゾ、レーキ型アゾ、β－ナフトール、ナ
フトールＡＳ、ベンズイミダゾロン、キナクリドン、ジアゾ縮合物、アゾ金属錯体、イソ
インドリンおよびイソインドリノン類のもの、そしてまた、例えば、フタロシアニン、キ
ナクリドン（上記式Ｉのもの以外のもの）、ペリレン、ペリノン、チオインジゴ、アント
ラキノン、ジオキサジン、キノフタロンおよびジケトピロロピロール類からなどの多環式
顔料である。加えて、レーキ型染料、特にスルホン酸またはカルボン酸基を有する染料の
Ｃａ、ＭｇおよびＡｌレーキ。非常に特に好ましくは、アゾバルビツール酸のメラミン挿
入(インターカレート型)ニッケル錯体が、併用するための顔料として主張される。
【００２９】
　場合により併用されることが意図され、かつ、カラーインデックスで知られる他の有機
顔料の例は、
　カラーインデックス・ピグメントイエロー１２、１３、１４、１７、２０、２４、７４
、８３、８６、９３、９４、１０９、１１０、１１７、１２５、１３７、１３８、１３９
、１４７、１４８、１５０、１５３、１５４、１６６、１７３、１８５、
　カラーインデックス・ピグメントオレンジ１３、３１、３６、３８、４０、４２、４３
、５１、５５、５９、６１、６４、６５、７１、７２、７３、
　カラーインデックス・ピグメントレッド９、９７、１２２、１２３、１４４、１４９、
１６６、１６８、１７７、１７９、１８０、１９２、２１５、２１６、２２４、２５４、
２７２、
　カラーインデックス・ピグメントグリーン７、１０、３６、３７、４５、
　カラーインデックス・ピグメントブルー１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：
４、１５：６、１６、
　カラーインデックス・ピグメントバイオレット１９、２３
である。
【００３０】
　カラーインデックスでは知られていないさらなる顔料は、例えば、式
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【化３】

のメラミン挿入(インターカレート)ニッケル－アゾバルビツール酸錯体顔料およびまたそ
の互変異性体形態であり、ＤＥ１０２００５０３３５８１、特に実施例２で知られている
。
【００３１】
　本発明に従って使用される式（Ｉ）の顔料のスルホン化誘導体について同様に言及され
てもよい。
【００３２】
　式（Ｉ）のもの以外の「他の顔料」が追加して使用される場合、式（Ｉ）に従う、上に
定義された「顔料」の割合は、全顔料の用いられる総量を基準として、好ましくは１～９
９質量％、特に２０～８０質量％である。
【００３３】
　併用するのに好ましい顔料は、ピグメントレッド１２２、ピグメントレッド１４９、ピ
グメントレッド１７７、ピグメントレッド１７９、ピグメントレッド２５４、ピグメント
バイオレット１９、ピグメントイエロー１３８、ピグメントイエロー１３９、ピグメント
イエロー１５０、またはメラミン挿入ニッケル－アゾバルビツール酸錯体顔料である。
【００３４】
　ＬＣＤ用カラーフィルターでの
　－　式（Ｉ）の少なくとも１つの顔料、
　－　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４９、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントレッド１７７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２
５４、およびＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９からなる群からの少なくとも１つのさ
らなる赤色顔料
を含む顔料混合物の使用が特に好ましい。
【００３５】
　好ましい使用のためのこの混合物は、場合により、１つ以上の黄色顔料をさらに含んで
もよい。
【００３６】
　併用される黄色または橙色顔料は、好ましくは、４００～５２０ｎｍの領域に吸収帯を
有する。
【００３７】
　特にこの好ましい混合物は、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメント
イエロー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０およびメラミン挿入ニッケル－アゾ
バルビツール酸錯体顔料からなる群から選択される黄色顔料を含む。
【００３８】
　混合物はそれ自体、本発明によって同様に提供される。
【００３９】
　黄色または橙色顔料が「他の顔料」として使用される場合、これらの黄色または橙色の
「他の顔料」の割合は好ましくは、全顔料の用いられる総量を基準として、１％～５０質
量％、特に５％～３０質量％である。
【００４０】
　赤色顔料が「他の顔料」として使用される場合、これらの赤色の「他の顔料」の割合は
好ましくは、全顔料の用いられる総量を基準として、１～９９質量％、特に２０％～８０
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質量％である。
【００４１】
　本発明の顔料またはそれらの混合物で製造されるカラーフィルターは、高い色純度およ
び優れた透明性について特に注目に値する。
【００４２】
　同様に、好ましくは、式（Ｉ）の顔料は、式（Ｉ）の他に黄色顔料、好ましくは４００
～５２０ｎｍの領域に吸収帯を有するものをまた含む混合物の形態で使用される。特に、
この好ましい混合物は、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０、およびメラミン挿入１：１ニッケル－ア
ゾバルビツール酸錯体顔料からなる群から選択される黄色顔料を含む。この混合物はそれ
自体その上、本発明によって同様に提供される。
【００４３】
　液晶ディスプレイ用カラーフィルターを製造するための上記の顔料または顔料混合物の
本発明に係る使用は、フォトレジスト法に従った顔料分散法の例に関連して以下に記載さ
れる。
【００４４】
　カラーフィルターを製造するための本発明の顔料の本発明に係る使用は、例えば、顔料
が、場合によりバインダー樹脂および有機溶媒と共に、場合により分散剤を添加して、均
一にされ、次に、特に、９９．５％が１０００ｎｍ未満、好ましくは９５％が５００ｎｍ
未満、特に９０％が２００ｎｍ未満の数による粒度（電子顕微鏡測定）にまで、連続また
は回分湿式粉砕にかけられることを特徴とする。好適な湿式粉砕法には、例えば、撹拌機
または溶解機分散、撹拌ボールミルまたはビーズミル、混練機、ロールミルを用いる細砕
、高圧均一化または超音波分散が含まれる。
【００４５】
　この分散処理に、少なくとも１つの光硬化性モノマーおよび光開始剤の添加が伴うかま
たは続く。分散後に、さらなるバインダー樹脂、溶媒、または慣用のフォトレジスト補助
剤が、カラーフィルターを製造するための所望の感光性コーティング調合物（フォトレジ
スト）に必要に応じて導入されてもよい。本発明の目的のためには、フォトレジストは、
式（Ｉ）顔料に加えて、少なくとも１つの光硬化性モノマーと光開始剤とを含む調合物で
ある。
【００４６】
　有用な分散剤には一般に、例えば、ポリカルボン酸またはポリスルホン酸、およびまた
ポリエチレンオキシド－ポリプロピレンオキシドブロックコポリマーをベースとする、高
分子の、イオン性または非イオン性分散剤などの、商業的に入手可能な分散剤が含まれる
。有機染料の誘導体はまた、さらに、分散剤または共分散剤として使用することができる
。
【００４７】
　カラーフィルターの製造はそれ故、調製に基づいて
　－　本明細書の目的のために本発明の顔料と呼ばれる、式（Ｉ）の少なくとも１つのキ
ナクリドン、
　－　場合により１つ以上の他の顔料、
　－　場合によりバインダー樹脂、
　－　少なくとも１つの有機溶媒、および
　－　場合により分散剤
を含む「調製物」を生じさせる。
【００４８】
　好ましい一実施態様では、本調製物は、
　１～５０質量％の式（Ｉ）の少なくとも１つのキナクリドン、
　０～５０質量％の１つ以上の他の顔料、
　０～２０質量％のバインダー樹脂、
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　０～２０質量％の分散剤、
　１０～９４質量％の有機溶媒
を（調製物を基準とする量）含有する。
【００４９】
　着色画素パターンを生成するための、プレート上へのフォトレジストのコーティングは
、直接塗布または間接塗布のどちらかによって実施することができる。言及されてもよい
塗布法の例には、インクジェット、ローラーコーティング、スピンコーティング、スプレ
ーコーティング、浸漬コーティングおよびエアナイフコーティングが挙げられる。
【００５０】
　好適なプレートの例には、用途に依存して、次のものが挙げられる：白色または青色ガ
ラスプレートなどの透明ガラス、ケイ酸塩被覆青色ガラスプレート、例えばポリエステル
樹脂、ポリカーボネート樹脂、アクリル樹脂もしくは塩化ビニル樹脂をベースとする合成
樹脂プレートまたは合成樹脂フィルム、およびさらにアルミニウム、銅、ニッケルもしく
はスチールをベースとする金属プレート、およびまた光電子転写要素が塗布されたセラミ
ックプレートまたは半導体プレート。
【００５１】
　塗布は、一般に、得られる感光層が厚さ０．１～１０μｍであるような方法で達成され
る。
【００５２】
　塗布に、その層の熱乾燥が続いてもよい。
【００５３】
　露光は、好ましくは、フォトマスクを用いて画像パターンの形態で活性光ビームに感光
層を曝すことによって好ましくは行われる。これは、露光部で層を硬化させる。好適な光
源の例には、次のものが挙げられる：高圧および超高圧水銀灯、キセノン灯、ハロゲン化
金属ランプ、蛍光灯、および可視領域のレーザービーム。
【００５４】
　露光後の現像により、コーティングの非露光部を除去して、色成分の所望の画像パター
ン形態を与える。慣例的な現像法には、水性のアルカリ性現像液の吹き付けもしくはその
中への浸漬または、例えば、水酸化ナトリウムもしくは水酸化カリウム、メタケイ酸ナト
リウムなどの無機アルカリ、またはモノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエ
タノールアミン、トリエチルアミンもしくはそれらの塩などの有機塩基を含有する有機溶
媒中への浸漬が含まれる。
【００５５】
　現像に、画像パターンの熱後乾燥／硬化が一般に続く。
【００５６】
　例えば、顔料分散法によってカラーフィルターにまたはカラーフィルターを製造するた
めの調製物に、本明細書に基づく「顔料」または顔料調合物（すなわち、バインダー樹脂
および式（Ｉ）の顔料を含有する）と一緒に使用することができるバインダー樹脂として
、本発明は特定の制限を全く課さず、具体的には従来のフィルム形成樹脂がカラーフィル
ターでの適用に好適である。
【００５７】
　一例として、カルボキシメチル－ヒドロキシエチルセルロースおよびヒドロキシエチル
セルロースなどのセルロース樹脂、アクリル樹脂、アルキド樹脂、メラミン樹脂、エポキ
シ樹脂、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアミド、ポリアミド－イミ
ン、ならびにポリイミドの群からのバインダー樹脂が好適である。
【００５８】
　好適なバインダー樹脂には、また、光重合性の不飽和バインダーを含有するものが含ま
れる。バインダー樹脂は、例えば、アクリル樹脂の群からの樹脂であってもよい。特に、
メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレ
ート、ブチル（メタ）アクリレート、スチレンおよびスチレン誘導体などの重合性モノマ
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ーのホモポリマーおよびコポリマー、ならびにさらに、（メタ）アクリル酸、イタコン酸
、マレイン酸、無水マレイン酸、特に１～１２個の炭素原子のアルキルの、マレイン酸モ
ノアルキルエステルなどのカルボキシルを有する重合性モノマーと、例えば、（メタ）ア
クリル酸、スチレンおよびα－メチルスチレン、ｍ－もしくはｐ－メトキシスチレン、ｐ
－ヒドロキシスチレンなどの、スチレン誘導体などの重合性モノマーとの間のコポリマー
について言及されてもよい。言及されてもよい例は、カルボキシル含有高分子化合物と、
例えば、グリシジル（メタ）アクリレート、アクリロイルグリシジルエーテルおよびイタ
コン酸モノアルキルグリシジルエーテルなどの、各場合に１つのオキシラン環とエチレン
系不飽和化合物とを含有する化合物との反応生成物、ならびにまた、カルボキシル含有高
分子化合物と、アリルアルコール、２－ブテン－４－オール、オレイルアルコール、２－
ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、Ｎ－メチロールアクリルアミドなどの、ヒドロ
キシル基とエチレン系不飽和結合とを含有する化合物（不飽和アルコール）との反応生成
物であり、この種のバインダー樹脂は、遊離のイソシアネート基を有する不飽和化合物を
さらに含んでもよい。
【００５９】
　一般に、上記バインダー樹脂の不飽和当量（不飽和化合物当たりのバインダー樹脂の分
子量）は、十分な光重合性のみならずフィルム硬度をもたらすために、２００～３０００
、特に２３０～１０００である。酸価は、一般に、フィルムの露光後の十分なアルカリ現
像性をもたらすために、２０～３００、特に４０～２００である。
【００６０】
　使用されるべきバインダー樹脂の平均分子量は、１５００～２００，０００、特に１０
，０００～５０，０００ｇ／モルである。
【００６１】
　カラーフィルター用の顔料調合物（調製物）の本発明に係る使用との関連で使用される
有機溶媒は、例えば、ケトン、アルキレングリコールエーテル、アルコール、および芳香
族化合物である。例は、ケトンの群から：アセトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサ
ノンなど；アルキレングリコールエーテルの群から：メチルセロソルブ（エチレングリコ
ールモノメチルエーテル）、ブチルセロソルブ（エチレングリコールモノブチルエーテル
）、メチルセロソルブアセテート、エチルセロソルブアセテート、ブチルセロソルブアセ
テート、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエ
ーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールエチルエーテル、
ジエチレングリコールジエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プ
ロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノプロピルエーテル、
プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテルア
セテート、ジエチレングリコールメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールエチ
ルエーテルアセテート、ジエチレングリコールプロピルエーテルアセテート、ジエチレン
グリコールイソプロピルエーテルアセテート、ジエチレングリコールブチルエーテルアセ
テート、ジエチレングリコール第三ブチルエーテルアセテート、トリエチレングリコール
メチルエーテルアセテート、トリエチレングリコールエチルエーテルアセテート、トリエ
チレングリコールプロピルエーテルアセテート、トリエチレングリコールイソプロピルエ
ーテルアセテート、トリエチレングリコールブチルエーテルアセテート、トリエチレング
リコール第三ブチルエーテルアセテートなど；アルコールの群から：メチルアルコール、
エチルアルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、３－メチル－３－
メトキシブタノールなど；および芳香族溶媒の群から：ベンゼン、トルレン、キシレン、
Ｎ－メチル－２－ピロリドン、エチルＮ－ヒドロキシメチル－２－アセテートなどである
。
【００６２】
　さらなる他の溶媒は、例えば、１，２－プロパンジオールジアセテート、３－メチル－
３－メトキシブチルアセテート、エチルアセテート、テトラヒドロフランなどである。溶
媒は、個々に、または相互の混合物で使用することができる。
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【００６３】
　本発明は、上に定義した少なくとも１つの顔料または本発明の少なくとも１つの顔料調
合物（調製物）と、少なくとも１つの光硬化性モノマー、およびまた少なくとも１つの光
開始剤とを含むフォトレジストをさらに提供する。
【００６４】
　光硬化性モノマーは、分子中に少なくとも１つの反応性二重結合、および場合により他
の反応性基、を含有する。
【００６５】
　光硬化性モノマーはこの文脈では、特に、反応性溶媒または、例えば、モノ－、ジ－、
トリ－および多官能性アクリレートおよびメタクリレート、ビニルエーテル、ならびにグ
リシジルエーテルの群からの、反応性希釈剤と呼ばれるものであると解釈することができ
る。追加で存在する好適な反応性基には、アリル、ヒドロキシル、ホスフェート、ウレタ
ン、第二級アミン、およびＮ－アルコキシメチル基が含まれる。この種のモノマーは当業
者に公知であり、例えば［Ｄｒ．Ｕｌｒｉｃｈ　Ｚｏｒｌｌ、Ｒｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉｋ
ｏｎ、Ｌａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、Ｔｈｉｅｍｅ
　Ｖｅｒｌａｇ　Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ社、１９９８年、４９１／４９２ページ］に、また
はオンラインで「Ｒｅａｋｔｉｖｖｅｒｄｕｅｎｎｅｒ」［反応性希釈剤（Ｒｅａｃｔｉ
ｖｅ　ｄｉｌｕｅｎｔｓ）］という見出しでｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｒｏｅｍｐｐ．ｃｏ
ｍに列挙されている。
【００６６】
　モノマーの選択は、具体的には、用いられる露光放射線の性質および強度、光開始剤と
の所望の反応、ならびにフィルム特性によって導かれる。モノマー組み合わせも使用する
ことができる。
【００６７】
　光反応開始剤または光開始剤は、可視または紫外放射線を吸収することによって、例え
ば、上述のモノマーおよび／またはバインダー樹脂の部分で重合反応を誘導できる反応性
中間体を形成する化合物であると理解されてもよい。光反応開始剤は同様に常識であり、
同様に［Ｄｒ．Ｕｌｒｉｃｈ　Ｚｏｒｌｌ、Ｒｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉｋｏｎ、Ｌａｃｋｅ
　ｕｎｄ　Ｄｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ　
Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ社、１９９８年、４４５／４４６ページ］から、またはオンラインで
「Ｐｈｏｔｏｉｎｉｔｉａｔｏｒｅｎ」［光開始剤（Ｐｈｏｔｏｉｎｉｔｉａｔｏｒｓ）
］という見出しでｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｒｏｅｍｐｐ．ｃｏｍで取得できる。
【００６８】
　本発明は、用いられるべきである光硬化性モノマーまたは光開始剤に関して制限を全く
課さない。
【００６９】
　本発明は、好ましくは、
　Ａ）上に定義した少なくとも１つの「顔料」、特に、他の顔料との混合物、またはそれ
らに基づく本発明の顔料調合物、
　Ｂ１）少なくとも１つの光硬化性モノマー、
　Ｂ２）少なくとも１つの光開始剤、
　Ｃ１）場合により有機溶媒、
　Ｄ）場合により分散剤、
　Ｅ）場合によりバインダー樹脂、
および場合によりさらなる添加剤
を含むフォトレジストを提供する。
【００７０】
　本発明はまた、本発明に従った使用のための固体顔料調合物または顔料に基づく着色画
素パターンの生成技術に関して制限を全く課さない。上記のフォトリソグラフィー法に加
えて、オフセット印刷、化学研磨、またはインクジェット印刷などの他の方法もまた好適
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びにさらなる添加物の選択は、その特定の方法に適合するべきである。熱的のみならず機
械的および圧電機械的インクジェット印刷を包含するインクジェット法の場合には、顔料
および場合によりバインダー樹脂のための好適な媒剤(ベシクル)には、純有機媒剤のみな
らず、水性有機媒剤も含まれ、好適な有機溶媒は上で特定されたものであって、水性有機
媒剤が実際に好ましい。
【００７１】
　本発明は、式（ＩＶａ）
【化４】

　（式中、Ｒ１は、フッ素含有脂肪族基、特にフッ素含有Ｃ１～Ｃ８基、好ましくは、フ
ルオロメチル、トリフルオロメチル、２－フルオロエチル、２，２，２－トリフルオロエ
チル、ペンタフルオロエチル、２，２，３，３－テトラフルオロプロピル、パーフルオロ
ブチル、またはパーフルオロオクチルである）
の化合物をさらに提供する。
【００７２】
　本発明は、ＯＲ１で３位に好ましくは置換されたアニリン、特に式（ＩＶｂ）
【化５】

　（式中、Ｒ１は、フッ素含有脂肪族基、特にフッ素含有Ｃ１～Ｃ８基、好ましくはフル
オロメチル、トリフルオロメチル、２－フルオロエチル、２，２，２－トリフルオロエチ
ル、ペンタフルオロエチル、２，２，３，３－テトラフルオロプロピル、パーフルオロブ
チル、またはパーフルオロオクチルである）
のアニリンが、好ましくは溶媒および酸性触媒の存在下に、スクシニルコハク酸ジメチル
と反応させられ、生成物が次に酸化され、かつ、加水分解され、その後、生じたジカルボ
ン酸が、好ましくは単離および乾燥後に、硫酸またはポリリン酸中で縮合させられてキナ
クリドンを与えることを特徴とする、式（ＩＶａ）の化合物の製造方法をさらに提供する
。
【００７３】
　本発明は、式（Ｖａ）
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【化６】

　（式中、Ｒ２は、フッ素置換Ｃ１～Ｃ３アルキレン単位、特に－ＣＦ２－、－ＣＦ２－
ＣＦ２－、－ＣＨＦ－ＣＨＦ－、または－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－である）
の化合物をさらに提供する。
【００７４】
　本発明は、－Ｏ－Ｒ２－Ｏ－と好ましくは３，４－位で縮合したアニリン、特に式（Ｖ
ｂ）

【化７】

　（式中、Ｒ２は、フッ素置換Ｃ１～Ｃ３アルキレン単位、特に－ＣＦ２－、－ＣＦ２－
ＣＦ２－、－ＣＨＦ－ＣＨＦ－、または－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－である）
のアニリンが、好ましくは溶媒および酸性触媒の存在下に、スクシニルコハク酸ジメチル
と反応させられ、生成物が次に酸化され、かつ、加水分解され、その後、生じたジカルボ
ン酸が、好ましくは単離および乾燥後に、硫酸またはポリリン酸中で縮合させられてキナ
クリドンを与えることを特徴とする、式（Ｖａ）の化合物の製造方法をさらに提供する。
【実施例】
【００７５】
〔実施例１〕
ａ）中間体
　１０００ｇのメタノールを導入し、１．００モルのｐ－トリフルオロメトキシアニリン
を添加した。０．４４モルのＤＭＳＳ（スクシニルコハク酸ジメチル）および６ｇの９８
％硫酸を導入した。反応を圧力下に８５℃で２時間行った。その後、室温で、０．４４モ
ルのｍ－ニトロベンゼンスルホン酸Ｎａ塩を導入した。その後、２．０５モルの５０％水
酸化カリウム溶液を滴下により添加し、３７ｇの水を添加した。反応を圧力下に８５℃で
３時間行った。
　さらに、１５００ｇの水で希釈し、リン酸（８５％濃度）を使用してｐＨを４に調整し
、混合物をさらに１時間撹拌し、生成物を単離し、洗浄し、乾燥させた。
【００７６】
　収率：式：
【化８】
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の９５％ジカルボン酸
【００７７】
ｂ）環化
　４５０ｇのポリリン酸（純度：８４％Ｐ２Ｏ５）を導入し、約１００℃に加熱した。実
施例１で製造したジカルボン酸０．１３モルを、３０分にわたって導入した。その後の撹
拌を１０５℃で２時間行った。２．５時間にわたって、３７５ｇの７５％リン酸を１０５
℃で滴下して添加した。
　３０分にわたって、その粘稠な懸濁物を５００ｇの水の装入物に滴下して加え、引き続
き３０分間撹拌した。生成物を単離し、塩がなくなるまで洗浄し、次に１０００ｇの２％
三リン酸カリウム溶液に懸濁させ、再び単離し、中性になるまで洗浄した。フィルターケ
ーキを、メタノールとともにすり潰し、次にメタノールがなくなるまで水で洗浄し、乾燥
させた。
【００７８】
　収率：９１％のトリフルオロメトキシキナクリドン（式ＩＩ）結晶形態Ａ

【化９】

【００７９】
　ＢＥＴ：１４ｍ２／ｇ
【００８０】
ｃ）色相および分散ハーシュネスを測定するためのＰＶＣサンプルの製造
　分散ハーシュネスを測定するために、４．２部のＶｅｓｔｏｌｉｔ（登録商標）Ｅ７０
０４（エマルジョン－ＰＶＣ粉末）、１．８部のフタル酸ジイソオクチル、０．１５部の
Ｂａｅｒｏｓｔａｂ（登録商標）ＵＢＺ７７０（液体バリウム－亜鉛安定剤）および０．
１２５部のＭｏｌｔｏｐｒｅｎ（登録商標）白ペーストＲＵＮ　０１（５０％のＴｉＯ２

を含有する顔料調合物）から製造したＰＶＣペースト１００ｇを、１５０℃でＣｏｌｌｉ
ｎ実験室混合ロールミルにかけた。ロールニップは０．８ｍｍであった。
【００８１】
　０．１ｇのサンプルをＰＶＣシートに塗布し、ロールニップを０．１２ｍｍにセットし
た。圧延シートを取り出し、再びロールにかけた。この操作を８回繰り返した。ロールニ
ップを０．８ｍｍにセットし、圧延シートを取り出した。６０×６０ｍｍの大きさの試験
体を圧延シートから打ち抜いた。
【００８２】
　シートの残りを次に２５℃でロールミルにかけた。ロールニップは０．２ｍｍであった
。圧延シートを取り出し、再びロールにかけた。このプロセスを１５回繰り返した。冷間
圧延によってもはや平滑ではないシートを、０．８ｍｍのロールニップで１５０℃にてロ
ールにかけた。６０秒後に、シートを取り出し、６０×６０ｍｍの大きさの試験体をそれ
から打ち抜いた。ロールの回転速度を一定の２０ｒｐｍに、フリクションを１：１．１に
保持した。
【００８３】
　分散ハーシュネスは、２５℃で圧延後の色の濃さの百分率増加である。
【００８４】
　分散ハーシュネス：７８
【００８５】
　透明な試験体を、同じ方法で製造したが、ただし４．２部のＶｅｓｔｏｌｉｔ（登録商
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標）Ｅ７００４（Ｅ－ＰＶＣ粉末）、１．８部のフタル酸ジイソオクチル、および０．１
５部のＢａｅｒｏｓｔａｂ（登録商標）ＵＢＺ７７０（液体バリウム－亜鉛安定剤）から
なる試験ペーストを使用した。
【００８６】
　色相は、Ｇｒｅｔａｇ　Ｍａｃｂｅｔｈ分光計を用いて測定した。サンプルを、１０°
観測者角度、Ｄ６５光源で、グロストラックなし：反射測定、で測定にかけた：
　Ｌ＊：６５．８２　ａ＊：３８．３４　ｂ＊：－１４．３９　Ｃ＊：４０．９５　ｈ°
：３３９．４４
【００８７】
〔実施例２〕
　１１０ｇの９８％硫酸を２０℃で導入した。１４．９ｇのトリフルオロメトキシキナク
リドン（実施例１で製造した）を１０～２５℃で３０分にわたって導入した。この溶液を
２０ｇの硫酸で希釈し、２０分にわたって約２０℃で５００ｍｌのメタノールに滴下して
加えた。懸濁物を８００ｇの水で希釈し、生成物を単離し、中性まで洗浄し、乾燥させた
。
【００８８】
　収量：１３ｇのトリフルオロメトキシキナクリドン（式ＩＩ）結晶形態Ｂ
【００８９】
　ＢＥＴ：４６ｍ２／ｇ
【００９０】
　色相および分散ハーシュネスを測定するためのＰＶＣサンプルの製造は、実施例１ｃと
同じであった。
【００９１】
　分散ハーシュネス：６００
【００９２】
　Ｌ＊：６３．３７　ａ＊：４３．６４　ｂ＊：－１７．１１　Ｃ＊：４６．８７　ｈ°
：３３８．５９
【００９３】
〔実施例３〕
　３７０ｇのポリリン酸（純度：８４％Ｐ２Ｏ５）を導入し、約１００℃に加熱した。実
施例１ａ）で製造した、３７．２ｇのジカルボン酸を３０分にわたって導入した。引き続
き１０５℃で１時間撹拌した。その粘稠な溶液を６０℃で５００ｍｌのメタノールに滴下
して加えた。引き続き６０℃で１時間撹拌し、生成物を次に単離し、水で洗浄し、乾燥さ
せた。
【００９４】
　収量：３１．６ｇのトリフルオロメトキシキナクリドン（式ＩＩ）結晶形態Ｂ
【００９５】
　ＢＥＴ：４７ｍ２／ｇ
【００９６】
　色相および分散ハーシュネスを測定するためのＰＶＣサンプルの製造は、実施例１ｃと
同じであった。
【００９７】
　分散ハーシュネス：１０６
【００９８】
　Ｌ＊：６４．５８　ａ＊：４３．２９　ｂ＊：－１４．８２　Ｃ＊：４５．７６　ｈ°
：３４１．１１
【００９９】
〔実施例４〕
　１２００ｇの９８％濃度の硫酸を導入した。１５０ｇのトリフルオロメトキシキナクリ
ドン（実施例１で製造した）を１０～２５℃で３０分にわたって導入し、ガラスフリット
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によって浄化した。
【０１００】
　１０００ｍｌの水を導入し、１５００ｇの氷を導入した。３０分にわたって、硫酸溶液
を滴下して加え、約２５００ｇの氷の添加によって温度を約－５℃に保持した。引き続き
約３０分間撹拌し、その後生成物を単離し、塩がなくなるまで洗浄した。
【０１０１】
　収量：１４６ｇのトリフルオロメトキシキナクリドン（式ＩＩ）結晶形態Ｂ
【０１０２】
　ＢＥＴ：７２ｍ２／ｇ
【０１０３】
　ｃ）色相および分散ハーシュネスを測定するためのＰＶＣサンプルの製造は実施例１ｃ
と同じであった。
【０１０４】
　分散ハーシュネス：２０
【０１０５】
　Ｌ＊：６６．５７　ａ＊：４３．４０　ｂ＊：－１２．９１　Ｃ＊：４５．２８　ｈ°
：３４３．４４
【０１０６】
〔実施例５〕
　化合物（ＩＶ）を、実施例１についてと同じ方法で（ｍ－トリフルオロメトキシアニリ
ンから出発して）製造し、試験にかけた。

【化１０】

【０１０７】
　ＢＥＴ：４６ｍ２／ｇ
【０１０８】
　分散ハーシュネス：１００
【０１０９】
　Ｌ＊：６４．８５　ａ＊：３０．２８　ｂ＊：－１．１６　Ｃ＊：３０．３０　ｈ°：
３５７．８１
【０１１０】
〔使用例〕
赤調合物の調製および赤色カラーフィルターを製造するためのその使用
〔使用例１（本発明に係らない）〕
　使用した顔料：ピグメントレッド１２２
【０１１１】
　撹拌容器中で７７４質量部のメトキシブチルアセテートと、ベンジルメタクリレート（
７０部）／２－ヒドロキシエチルメタクリレート（１５部）／メタクリル酸（１５部）を
ベースとするアルカリ可溶性コポリマー（バインダー樹脂）（分子量約２５，０００ｇ／
モル）のメトキシプロピルアセテート中の２１％濃度溶液２８６質量部とを均一に混合し
た。
【０１１２】
　その後、１質量％未満の残留含水率まで７０℃で予め乾燥させた、１００質量部のピグ
メントレッド１２２を均一に導入した。
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【０１１３】
　この顔料懸濁物を、０．１４未満の多分散性と併せて１５０ｎｍ未満の有効粒径（メト
キシプロピルアセテート中の約０．５質量％希釈物に関してレーザー散乱光相関分光法で
測定した）が得られるまで、イットリウム安定化酸化ジルコニウムビーズ（直径０．６～
１．０ｍｍ）を用いる水平の密封ビーズミルで何回も磨り潰した（比較のために、メトキ
シプロピルアセテート中の１％希釈物の乾燥フィルムは、１００ｎｍより下の粒子の数の
９５％で非常に狭い粒度分布を有することが電子顕微鏡法下で観察された）。
【０１１４】
〔フォトレジストの製造〕
　生じた調製物１０００質量部中へ、３４．５質量部のトリメチロールプロパントリアク
リレート（モノマー反応性希釈剤）と、３／１質量部比のベンゾフェノンおよびＮ，Ｎ’
－テトラエチル－４，４’－ジアミノベンゾフェノンをベースとする１３．８質量部の光
反応開始剤とを、撹拌しながら均一に導入した。
　これはＵＶ硬化性フォトレジストを与え、それを透明な基材に塗布し、現像してカラー
フィルターを得た。
【０１１５】
　この目的のために、フォトレジストを、３００×３５０ｍｍ大きさのきれいにしたホウ
ケイ酸ガラス（Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）７０５９、Ｏｗｅｎｓ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃ
ｏｒｐ）の一部へスピンコートし、クリーン条件下にオーブン中１１０℃で５分間乾燥さ
せて約１．５～２μｍ厚さのフィルムを得た。
　このフィルムを、冷却後に、次にネガティブマスクを用いて、超高圧水銀灯で２００ｍ
Ｊ／ｃｍ２の照射量でＵＶ露光して所望の縞画像パターンを得、次に室温で０．０６％濃
度の水酸化カリウム水溶液を用いて現像し、完全脱塩水で洗浄し、乾燥させた。次に、ク
リーン条件下にオーブン中２３５℃で３０分間後硬化させた。
【０１１６】
〔使用例２（本発明）〕
　使用した顔料：実施例３からの顔料
【０１１７】
　撹拌容器中で７７４質量部のメトキシブチルアセテートと、ベンジルメタクリレート（
７０部）／２－ヒドロキシエチルメタクリレート（１５部）／メタクリル酸（１５部）を
ベースとするアルカリ可溶性コポリマー（バインダー樹脂）（分子量約２５，０００ｇ／
モル）の２１％濃度のメトキシブチルアセテート中の溶液２８６質量部とを均一に混合し
た。
【０１１８】
　その後、１質量％未満の残留含水率まで７０℃で予め乾燥させた１００質量部の実施例
３からの顔料を均一に導入した。
【０１１９】
　この顔料懸濁物を、０．１４未満の多分散性と併せて１５０ｎｍ未満の有効粒径（メト
キシプロピルアセテート中の約０．５質量％希釈物に関してレーザー散乱光相関分光法で
測定した）が得られるまで、イットリウム安定化酸化ジルコニウムビーズ（直径０．６～
１．０ｍｍ）を用いる水平の密封ビーズミルで何回も磨り潰した（比較のために、メトキ
シプロピルアセテート中の１％希釈物の乾燥フィルムは、１００ｎｍより下の粒子の数の
９５％で、非常に狭い粒度分布を有することが電子顕微鏡法下で観察された）。
【０１２０】
〔フォトレジストの製造〕
　生じた調製物１０００質量部中へ３４．５質量部のトリメチロールプロパントリアクリ
レート（モノマー反応性希釈剤）と、３／１質量部比のベンゾフェノンおよびＮ，Ｎ’－
テトラエチル－４，４’－ジアミノベンゾフェノンをベースとする１３．８質量部の光反
応開始剤とを撹拌しながら均一に導入した。
【０１２１】
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　これはＵＶ硬化性フォトレジストを与え、それを透明な基材に塗布し、現像してカラー
フィルターを得た。
【０１２２】
　この目的のためにフォトレジストを、３００×３５０ｍｍ大きさのきれいにしたホウケ
イ酸ガラス（Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）７０５９、Ｏｗｅｎｓ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏ
ｒｐ）の一部へスピンコートし、クリーン条件下にオーブン中１１０℃で５分間乾燥させ
て約１．５～２μｍ厚さのフィルムを得た。
【０１２３】
　フィルムを、冷却後に、次にネガティブマスクを用いて超高圧水銀灯で２００ｍＪ／ｃ
ｍ２の照射量でＵＶ露光して所望の縞画像パターンを得、次に室温で０．０６％濃度の水
酸化カリウム水溶液を用いて現像し、完全脱塩水で洗浄し、乾燥させた。次に、クリーン
条件下にオーブン中２３５℃で３０分間後硬化させた。
【０１２４】
　実施例３をベースとして、使用例２に従って製造された、得られた赤色発明カラーフィ
ルター２は、ピグメントレッド１２２をベースとして使用例１に従って製造された、本発
明ではないカラーフィルター１と比べて著しく向上したスペクトル透明性を有していた。
カラーフィルター２の色純度および輝度は優れている。
【０１２５】
〔使用例３（本発明）〕
　使用した顔料：
８０％の実施例３からの顔料
２０％のメラミン挿入１：１ニッケル－アゾバルビツール酸顔料
【０１２６】
〔赤色調合物の調製および赤色カラーフィルターを製造するためのその使用〕
　使用例２に記載したものと同じ方法で、ただし８０質量部の実施例３からの顔料および
２０質量部のメラミン挿入ニッケル－アゾバルビツール酸錯体（ＤＥ　１０　２００５　
０３３　５８１　Ｂ４の実施例２に従って製造した）を用いて、カラーフィルター用の赤
色フォトレジストの製造に非常に好適である調製物を調製した。
【０１２７】
　使用例２に記載したように製造したフォトレジスト、およびそれを使用して製造した赤
色の本発明のカラーフィルターは、非常に良好なスペクトル透明性ならびにまた優れた色
純度および輝度を有していた。
【０１２８】
〔使用例４（本発明）〕
　使用した顔料：
４０％の実施例３からの顔料
４０％のＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４
２０％のメラミン挿入１：１ニッケル－アゾバルビツール酸顔料
【０１２９】
〔赤色調合物の調製および赤色カラーフィルターを製造するためのその使用〕
　使用例２に記載したものと同じ方法で、ただし４０質量部の実施例３からの顔料、４０
質量部のＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４、および２０質量部のメラミン挿入ニッケル－
アゾバルビツール酸錯体（ＤＥ　１０　２００５　０３３　５８１　Ｂ４の実施例２に従
って製造した）を用いて、カラーフィルター用の赤色フォトレジストの製造に非常に好適
である調製物を調製した。
【０１３０】
　使用例２に記載したように製造したフォトレジスト、およびそれを使用して製造した赤
色の本発明のカラーフィルターは、非常に良好なスペクトル透明性ならびにまた優れた色
純度および輝度を有していた。
【０１３１】
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〔使用例５（本発明）〕
　使用した顔料：実施例４からの顔料
【０１３２】
〔赤色調合物の調製および赤色カラーフィルターを製造するためのその使用〕
　使用例２に記載されたものと同じ方法で、ただし実施例４からの顔料を使用して、カラ
ーフィルター用の赤フォトレジストの製造に非常に好適である調製物を調製した。
【０１３３】
　使用例２に記載したように製造したフォトレジスト、およびそれを使用して製造した赤
色の本発明のカラーフィルターは、非常に良好なスペクトル透明性ならびにまた優れた色
純度および輝度を有していた。
【０１３４】
〔使用例６（本発明）〕
　使用した顔料：実施例５からの顔料
【０１３５】
〔赤色調合物の調製および赤色カラーフィルターを製造するためのその使用〕
　使用例２に記載したものと同じ方法で、ただし実施例５からの顔料を使用して、カラー
フィルター用の赤色フォトレジストの製造に非常に好適である調製物を調製した。
【０１３６】
　使用例２に記載されたように製造したフォトレジスト、およびそれを使用して製造した
赤色の本発明のカラーフィルターは、非常に良好なスペクトル透明性ならびにまた優れた
色純度および輝度を有していた。
【０１３７】
〔使用例７（本発明）〕
　使用した顔料：式（ＩＩＩ）の顔料
【０１３８】
〔赤色調合物の調製および赤色カラーフィルターを製造するためのその使用〕
　使用例２に記載したものと同じ方法で、ただし式（ＩＩＩ）の顔料を使用して、カラー
フィルター用の赤色フォトレジストの製造に非常に好適である調製物を調製した。
【０１３９】
　使用例２に記載したように製造したフォトレジスト、およびそれを使用して製造した赤
色の本発明のカラーフィルターは、非常に良好なスペクトル透明性ならびにまた優れた色
純度および輝度を有していた。
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